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爽やかな風が新緑の香りを運ぶ 5月がやってま

いりました。新年度がスタートして新しいクラスや

先生、様々な環境の変化にも少しずつ慣れ、新学

年の生活も軌道に乗ってきた様子が見られます。4

月 10 日に行われた対面式では、生徒会活動や委

員会活動、そして部活動についての紹介があり、1

年生はこれから始まる中学校生活への期待がさら

に大きくなったように思えます。本年度の学校生活

が本格始動しました。常に、自分や自分たちのなり

たい姿をイメージしながら活動を進めてもらいた

いと願っております。 

さて、4 月下旬に部活動一斉部会が行われ 1年

生も部活動に本入部し、こちらも3学年そろっての

活動が始まり活気にあふれています。1 年生が先

輩たちに混じって一生懸命に活動している姿、1 年

生の活動を温かく見守り、時に手取り足取り面倒を

見ている 2・3 年生の姿にほほえましさを感じてい

ます。 

随分と昔のことになってしまいましたが、自分の

時のことを思い返してみました。小学生の時に行っ

た学級対抗のバスケットボールの試合で、惨敗し

学校代表になれず悔しい思いをしたことがバスケ

ットボールとの出会いでした。その時から中学校へ

行ったらバスケ部に入ろうと決めていたように思い

ます。母親からは母が行っていたバレーボール部

かかっこいいからという理由で剣道部を薦められ

ましたが、迷わずバスケット部への入部を決めまし

た。当時、自分の通う小学校にはミニバスケットボ

ール少年団のチームがなく、その存在すら知らな

かった自分にとって、ミニバス経験者の技術の高さ

には驚かされました。先生の指示するプレーの意

味が分からずぼんやりする自分と違って周りの人

たちが元気よく「はい」と返事をし素早く動いてい

ることに面食らっていたように思います。そんな自

分たちに当時の顧問の先生は 1年生の部員を集め

て言いました。 

「ミニバスと中学校から始めるバスケットボール

は全く違うものです。バスケットボールとしてのス

タートはみな一緒です。経験者、未経験者は関係な

くこれからの練習を一生懸命頑張ることが大事で

す。」 

当時の自分は単純だったので、先生の言われた

「スタートはみな一緒」を信じ、一生懸命練習に励

みました。同級生の中には1年生ながら先輩に混じ

って試合に出場している人もいましたが、自分は全

くの力不足、毎日の練習についていくのに精一杯

でした。厳しい練習の毎日でしたが、できることが

少しずつ増えていき、試合で活躍できるようにもな

り、3 年間充実した日々を過ごすことができました。 

 

部活動は、生徒の自主的な活動であり、学校教

育の一環として、個人の成長や集団活動を通して

得られる学び、社会性の育成など、多岐にわたる意

義があります。部活動を通じて、生徒は仲間との絆

を深め、責任感や連帯感を養い、スポーツや文化

活動を通して、体力や精神力を高めることができま

す。 

部活動の意義は具体的に言うと、個人の成長、

集団活動を通しての学び、社会性の育成、体力や

精神力の向上、豊かな学校生活、将来への準備、

などがあげられます。 

本校の部活動も現在は任意加入制となっており、

生徒全員が入部しているわけではありませんが、

部活動に限らず中学校の時代に何かに夢中になれ

るものがあるということは素敵なことと思います。

今、一生懸命に取り組んでいることが将来の自分

に役立つ何かになることを信じて頑張って欲しいと
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